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お客様の聞こえの様子、
ご希望などをお伺いします。

補聴器の正確な調整の
ために聴力を測ります。

補聴器を試聴してみます。

【耳が本来持つ特長を
　　　　最大限活かす補聴器】
新技術、実証。
　　　【マイク分離型補聴器】
・言葉が明瞭に聞こえます
・自然な音質と方向感。
・ピーピー音完全防止
・不快な風切音も完全解消
・高度の聴力低下も対応
・音がこもらない快適な聞き心地
・通常オーダーメイドより30％小型化

体験会補聴器
（有料広告）

　６月９日（土）の午前中に、わくわく体験塾にて【木育プログラム】
の実施をさせていただきました。
　前日は雷が鳴るほどの雨。。。どうなるかと心配してましたが、当日
は風はあるものの、晴れてくれました！ありがとう！太陽さん！

　今回は、４人＋中学生スタッフ
の計５人の参加でした。森の案内
人は、高野さん（NPO法人緑と
樹を愛する会）。いつもと違う空間で、ちょっぴりドキドキもしながら、楽し
くできたらいいねと高野さんとプログラムを考えました。
　今回チャレンジしたのは“山どり”です。
ニョキニョキ自然に生えた木の中で調度良い
サイズを選び、別の場所へ植樹しました。ク
ワを使うのも初めてだし、重たいし、大変だっ
たけど、コツを掴むと「ここもあるよ！」「次

わたしの番！」とたくましいのなんの。「おもしろーい！」「いろんな葉っぱある
ね。」「なんかうごいたーーーっ！」と終始にぎやかでした。

　木のなまえを覚える！というよりは、「木」
とのふれあいを通して、学びを深め、身近に
感じて、「それぞれの気づき」があることが
大切だと思っています。高野さんのお話を聴いたり、自分で体験して「おもし
ろいなぁ～」「この葉っぱくさ～い！（笑）」など、素直な言葉がいっぱい出て
きました。
　今回のプログラムも、たくさんの方に協力していただきました。ありがとう
ございました。子どもたちの「また、いきたい！もっと知りたい！」が引き出
せるように、いろんな仕掛けをしていきます。　　　　　　　（谷本　美貴）

木育プログラム
　 in クラインガルテンの森

　６月15日付けで、松本雄佑さんが地域おこし協力隊として着任しました。
　松本さんは神奈川県出身で、20代に内装業、30代は美容師という職業に従事してきた経歴
があり、このたび新たな挑戦をするため、長万部へやってきました。
北海道に住むのも初めてで、わからないことだらけかもしれません。本人も町のみなさんと積
極的に交流し、地域に馴染んでいきたいという思いがあります。町内やイベントなどで顔を見
かけたら気軽に声をかけてあげてください。
　まず1年目は、産業振興課へ配属となり、農業支援を中心に活動していただきます。松本隊
員のこれからの活躍に期待しましょう。

＊ 新しい地域おこし協力隊を紹介します ＊


